
令和３年３月８日（月）～令和３年３月１４日（日）〔令和３年第１０週〕の感染症発生状況 

第１０週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)流行性角結膜炎 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．１７人と前週（２．０３人）から横ばいで、例年より低いレベルで推移しています。 

流行性角結膜炎の定点当たり患者報告数は０．７８人と前週（０．１１人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は０．６１人と前週（０．５６人）から横ばいで、例年より低いレベルで推移しています。

【感染症発生動向調査事業から】 
   
     

  

 

 
   

   

 

 

  

 

    

  

  

 
    

       

      

今、何の病気が流行しているか！

第１０週報告数第２位

第１０週報告数第１位
新型コロナウイルス感染症患者からの感染可能期間について 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健所・各区役所地域みまもり支援センター 
（福祉事務所・保健所支所） 

令和３年３月１６日作成 
（問合せ先）０４４－２７６－８２５０

 新型コロナウイルス感染症に感染した方からの感染可能期間は、一般的に発

症２日前から発症後１０日間程度（特に発症２日前から発症５日目までの感染

力が強い。）です。症状消失後も長期間にわたりＰＣＲ検査等で陽性になる方

や、再度症状がみられる方もいますが、軽症及び中等症の方は、発症１０日目

以降であれば、周囲への感染リスクは低いことがわかっています。 

 一方、人工呼吸器などによる治療を必要とする重症の方や免疫不全者は、発

症１０日目以降も、しばらくは人に感染させる可能性があります。 

 一旦回復した後に、再び発熱や咳などの症状がみられた際は、別の疾患や後

遺症の可能性もありますので、主治医に相談しましょう。 

患
者 

典型的な
症例 

国内における新型コロナウイ
ルス感染症の後遺症について 

発症から６０日経過後  
・嗅覚障害（１９．４％） 

・呼吸困難（１７．５％） 

・倦怠感 （１５．９％） 

・咳嗽   （７．９％） 
 
発症から１２０日経過後  
・呼吸困難（１１．１％） 

・嗅覚障害 （９．７％） 

・倦怠感  （９．５％） 

・咳嗽   （６．３％） 

「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）診 
療の手引き・第 4.2 版」から抜粋 

電話調査（回復者６３人）より 

新型コロナウイルス感染症の感染可能期間

※重症者や免疫不全者は発症１５日目まで、重度の免疫不全者は発症
２０日目まで人に感染させる可能性が高いといわれています。 

発症 曝露 重症化

約８０％は軽症の 
まま治癒 

発症２日前 発症日 発症５日目 発症１０日目

発症１５日目 発症２０日目

※新型コロナウイルス感染症の
国内発生動向（速報値）より 
令和３年３月１０日１８時時点 特に感染力の

強い期間 

潜伏期間 
５日程度 

（１～１４日）

致死率 
約１．８％※


